
 
 

  

｜
教
学
入
門
｜
⑧ 

宿
命
転
換 

 

問
１ 

適
切
な
言
葉
を
入
れ
て
文
章
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。 

 

仏
法
で
は
、
今
世
で
説
明
が
つ
か
な
い
苦
難
の
原
因
は
（ 

１ 

）
世
に
お
け
る
行
為
、
す
な
わ
ち

（ 

２ 
 

）
の
結
果
で
あ
る
と
説
き
ま
す
。
生
命
は
（ 

１ 

）
世
・
現
在
世
・
（ 

３ 

）
世
の
三
世
に
わ

た
り
ま
す
。
（ 

１ 

）
世
の
行
為
が
因
と
な
っ
て
現
在
世
の
結
果
と
な
り
、
現
在
世
の
行
為
が
因
と
な
っ
て

（ 

３ 

）
世
の
果
と
な
る
と
み
ま
す
。 

  

ア
、
過
去 

 

イ
、
現
在 

 

ウ
、
未
来 

 

エ
、
宿
業 

 
 

 

問
２ 

適
切
な
言
葉
を
入
れ
て
文
章
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。 

 

過
去
か
ら
の
苦
し
み
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
他
の
宿
命
論
に
対
し
て
、
（ 

４ 

）
を
説
く
の
が
日
蓮
大
聖
人

の
仏
法
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
悪
を
生
む
根
源
の
悪
は
法
華
経
へ
の
誹
謗
、
す
な
わ
ち
（ 

５ 

）
で
あ
り
、
そ

れ
ゆ
え
に
正
法
流
布
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
今
世
に
お
い
て
転
換
で
き
ま
す
。 

広
宣
流
布
に
戦
う
と
必
ず
苦
難
に
直
面
し
ま
す
が
、
妙
法
流
布
の
実
践
力
に
よ
っ
て
本
来
の
重
い
罪
業
を

軽
く
受
け
て
消
滅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
法
理
が
（ 

６ 
）
で
す
。 

御
書
に
は
「
（ 

７ 

）
の
苦
（
く
る
し
）
み
ぱ
っ
と
き
へ
て
」
と
仰
せ
で
す
。 

  

ア
、
転
重
軽
受 

 

イ
、
地
獄 

 

ウ
、
謗
法 

 

エ
、
宿
命
の
転
換 

 

オ
、
常
の
因
果 

 

問
３ 

適
切
な
言
葉
を
入
れ
て
文
章
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。 

 

信
心
を
貫
く
私
た
ち
は
、
仏
法
の
正
し
さ
を
証
明
す
る
た
め
に
、
自
ら
願
っ
て
業
を
背
負
っ
て
悪
世
に
生
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
（ 

８ 

）
と
い
い
ま
す
。
悪
業
で
苦
し
む
衆
生
と
同
じ
く
苦
難
を
受
け
て
苦
難

を
乗
り
越
え
る
模
範
を
示
す
と
の
菩
薩
の
誓
願
で
す
。 

池
田
先
生
は
こ
の
法
理
を
「
（ 

９ 

）
を
（ 

１
０ 

）
に
変
え
る
」
と
示
し
て
い
ま
す
。 

  

ア
、
宿
命 

 

イ
、
願
兼
於
業 

 

ウ
、
使
命 

 

エ
、
転
重
軽
受 

 

オ
、
宿
命
転
換 

 

問
４ 

文
章
を
完
成
し
て
下
さ
い
。 

 

私
達
の
宿
命
は
（ 

１
１ 

）
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
宿
命
は
、
（ 

１
２ 

）
に
よ
っ
て
転
換
で
き
ま
す
。 

過
去
世
か
ら
積
み
重
ね
て
き
た
宿
業
を
今
世
に
お
い
て
軽
い
報
い
を
受
け
て
滅
す
る
こ
と
を
（ 

１
３ 

）

と
い
い
ま
す
。 

  

１
１ 

ア
、
生
ま
れ
つ
い
た
環
境 

イ
、
過
去
世
の
自
身
の
行
為 

ウ
、
神
仏
に
よ
り
決
め
ら
れ
た
役
割 

 

１
２ 

ア
、
諸
天
善
神
の
計
ら
い 

 

イ
、
妙
法
の
受
持
と
実
践 

 

ウ
、
慈
善
事
業
等
の
社
会
貢
献 

 

１
３ 

ア
、
転
重
軽
受 

 

イ
、
灰
身
滅
智 

 

ウ
、
因
果
応
報 

 


